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Abstract

　This　paper　tries　to　p◎int　out　the　innovative　e1ements　of　the　campaign　for　pub1ic　pri－

mary　education，organized　by　the　Ligue　franCaise　de　renseignement　before　the1egis1ation

of　Ferry1aws（1881，82）Because　Jean　Mac6and　other　cadres　estmated　the　mportance

of1nd1v1dua11n1t1at1ve　for　the　change　of‘ξmoeurs’’，name1y　the　format1on　of　c1t1zens，the

Ligue　appea1ed　especia11y　to　rura1municipa1activities　of　provinces．This　approach　charac－

terized　the　Ligue，as　compared　with　other　po1itica1mass　movements　of　that　time．

　keywords　France，pub11c　educat1on，L1gue　de1’ense1gnement，op1mon，soc1ab111t6

はじめに

　1866年，ジャン⑧マセによって＜フランス教育同盟

（L1gue　Franga1se　de　rEnse1gnement）〉の運動が創

始された〔以下「フランス」を略（1〕。〕。「ひたすら民衆

の教育のためにはたらくことをねがう，すべての善意あ

る人びとによって全県下に組織された団結｛2」の必要が

唱えられ，マセのアピールヘの賛同者による署名と醸金

の輪は広がっていった。＜教育同盟〉の運動は，その後

＜サークル＞と呼ばれた結社網を広げっっ飛躍的な発展

を遂げ，第三共和政期の公教育改革の実現に大きく貢献

した。そしてフェリー法（1881，82年）によって公初

等教育の義務化，無償化，世俗化の三原則が確立された

後も，共和政の忠実な支持勢力として多様な活動を展開

した。第二次世界大戦後も，世俗公教育の強力な支援者

であり続けながら，同時にフランスの生涯教育（forma－

tion　permanente）の発展にも中心的な役割を果たして

きた。

　初期の＜教育同盟＞の評価としては，フランスの公教

育成立史の一コマにおいて，上記三原則の実現に向けて

世論形成に寄与した運動であったとする見解が最も一般

的であろう｛3〕。確かにこのような評価はそれなりに妥当

ではあるが，＜教育同盟〉の実態をより具体的に検討す

ると，むしろ従来の教育史の視野から外れたところに，

この運動の独特の魅力，特徴が隠されているように思わ

れてくる。それは，社会史，あるいは政治文化史の視角

から見えてくる特徴といってもよい。

　すでにこれまで，多くの研究者が＜教育同盟〉の歴史

を解明してきた。　＜教育同盟＞の多様な側面を論じた総

合的な研究としては，オースピッツ，ベドリー，マルタ

ンによるものがあるu〕。本稿はとくに，＜教育同盟＞を

「共和主義的習俗（moeurs　r6pub1icaine）」の普及者と

して積極的に評価したオースピッツの論から示唆を受け

ている。またベドリーの研究は，1880年代までのく教育
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知が支配する部分である。だがフランスは，4，948，108

名の子どもを引き受ける74，340の小学校と託児所を数

え，32，383の夜間講座が830，000名の大人によって受講

されている。国家予算は，公教育のために住民一人当た

りO．55フランをあてている。」隣国ベルギーの状況は，

フランスよりもさらに悪い。イギリスでは「スコットラ

ンドで教育が広範に普及し，イングランドで教育は無知

と混在し，アイルランドでほとんど未発達である。イギ

リスのおよそ半分が，読むことも書くことも知らない。

1858年に，プレストンの刑務所に拘留された者100名の

うち，40名がイエス⑧キリストの名を知らず，60名が女

王の名を知らなかった。民間の教育結社が多大な努力を

払っている。59，065の小学校があり，2，535，462名の児

童がいる。イギリスは，住民一人あたり1．19フランを教

育に支出している。」

　第3カテゴリーのイタリアでは，地域差がひどく「教

育は北部やトスカーナで相当普及していても，地中海沿

岸イ．タリァやシチリアは無知と迷信の暗闇から脱してい

ない。（中略）イタリァは住民一人あたり0．41フランを

教育に支出している。」オーストリアも同様で，チロル

やボヘミア，モラヴィアなど「ドイッ人の地方」で住民

は教育を受けているのに対し，トランシルヴァニア，ハ

ンカリー，カリツィアなとでは住民は非常に無知である。

「1774年以来，帝国全土で教育が義務化されているが，

ドイッ人地方でしか規則が守られていない。」「徒弟にな

るときや結婚するときに，宗教教育の証明書が必要であ

る。」などの指摘がある。ギリシアでは「無知が一般的

である。」

　第4カテゴリーには，教皇領を筆頭にして「住民が非

常に無知な」諸国家，スペイン，ポルトガル，モルダヴィ

ァ⑧ワラキア，ロシア，トルコが挙げられている。ロシ

ァは「住民一人あたり0．29フランを公教育に支出してい

る。」

　解説の最後に，フランスと，オーストリァ，プロイセ

ン他トイツ諸国の国家予算に占める軍事費と教育費の割

合を比較した表が載せられ，フランスは軍事費で最高

（約30％），教育費で最低（約1％）の割合であることが

示されている。

　このように，客観的にヨーロッパ諸国の教育の普及状

況を比較する形式をとりながら，要はフランスの「遅れ」

が強調されている。地図上に黒色で塗られた第4カテコ

リー，褐色の第3カテゴリーの諸国ほどひどくはないが，

未だ第1カテゴリーの諸国には大きく水をあけられてい

る。そしてこの劣位を改善するためには，初等教育の義

務化と，国家の教育予算の増額が必要であるという結論
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が自ずと導かれるようになっていた。仮に十分に文字が

読めなくても，地図上のフランスの位置は一目瞭然であ

り，見る者の愛国心に多少なりとも訴えたはずである。

作成者の意図からすれば，このフランスの劣位は，実際

に普仏戦争で立証されることになる。戦後，敗因をフラ

ンス，プロイセン問の教育レヘルの相違に求める世論が

高まるが，マニエ図に示されたような自国認識がそれに

一役買っていたことは間違いないて州10〕。

　図1で第2カテゴリーに位置づけられたフランスの国

内の状況を示したのが，図2である。これは，フランス

の県別の識字率を示している。左側の図が「書くことの

できるフランス」，右側が「読むことのできるフランス」

である。各図の下の5分された帯で右に黒くなるほど読

み書きのできない者の率が高くなっている。図の左側に

は「婚姻証書に署名しなかった夫婦」のパーセント，右

側には「読み書きのできない新兵」のパーセントが，そ

れぞれ少ない県から順番に89県の数値が載せられてい

る。各表の真ん中辺りに平均値が示されており，「婚姻

証書に署名しなかった夫婦」が33％，「読み書きのでき

ない新兵」が23％となっている。とくに解説は付され

てないが，南北でいわば闇に閉ざされたフランスと啓か

れたフランスの対照が際だっており，後にサン＝マロー

ジュネーヴ線と呼ばれる南北の文化較差の境界がはっき

りと見て取れる川〕。図1のように，「進んだ」「遅れた」

という言葉こそ使われていないが，言外の主張は地図に

よって雄弁に語られている。両図の下に記されているよ

うに，まさに「百聞は一見に如かず」であった。

　なお図1の表題の下には「公教育大臣，パリ市による

予約購入にあずかり，初等教育協会と1867年のパリ万博

で優秀賞を獲得し，理工科協会，学芸振興協会などの民

衆教育結社，アカテミーの諸院長，セーヌ県の寄宿学校

教師らによって評価されている」と記されている。図2

の表題の下にも，大臣や市町村によって購入され，67年

の万博で優秀賞を獲得したことが書かれている。このよ

うに権威づけられた上で，＜教育同盟〉の活動を通じて，

これらの図が広く大衆の目にふれるようになったと推測

される。既述のとおり，＜教育同盟＞の諸サークルはマ

ニエ図などの補助教材を学校に無償で配布する活動を行っ

ていた。ときの公教育大臣デュリュイも＜ル＝アーヴル⑧

サークル＞によるマニエ図の小学校への配布を「称賛す

べき努力｛12〕」であるとして，認可薗推奨したので，相当

広範に流布したと考えて差し支えなかろう。

　こうして，これら3種類の図を比較参照すれば，自分

が位置する地点の教育レベルが自ずとクローズ⑧アップ

される仕組みになっていた。69年2月発行の『会報』
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には，マニエ図作成のイニシアチヴをとった＜ル＝アー

ウル⑧サークル＞書記の口べ一ル（ERobert）の報告

が載せられている。それによれば，新しいメーヌ＝工＝

ロワール県のマニエ図は，約380の市町村（コミューン）

別に色分けがなされていた。「市町村ごとに区別するこ

とは，真の社会単位に達することであり，特定の住民を

直接に取り上げることである。公平な観察者なら誰しも，

住民の教育あるいは無知をもたらす原因を容易に発見で

きようu3）。」この言葉は，当時の地方エリートが草の根

的な民衆教化をいかに重視していたを教えてくれる。実

際に，それぞれのローカルな場面においては，＜教育同

盟サークル＞や他の民衆教育結社を拠点とする地元エリー

トたちが，民衆教育の普及のために懸命な努力を続けて

いた（14〕。次にみる＜教育同盟＞の請願運動とアンケー

トの実施は，そうした草の根的な運動と全国政治上の改

革とをむすびっけようとした点で画期的な試みであった。

2。〈教育同盟〉による世論の喚起　（2）

　　　請願運動とアンケートー

　1）請願運動
　＜教育同盟〉は1881年に規約を定め，連合を結成し，

中央機関を組織することになる。それまでは，「個人の

イニシアチヴ（initiativepriv6e，initiativeindivi－

due11e）」尊重の精神から，分権的で緩やかなサークルの

結集体，運動体であることが重視され，中央集権的な機

構の形成は意識的に回避されていた。そこで，全国各地

のサークルの情報を集約愚発信したり，プロパガンダを

行ったりの仕事は，ほとんどマセー人の手に委ねられて

いた。ところが，マセが拠点としたベブレナン村の位置

するオー爾ラン県は，普仏戦争の結果，ドイツに割譲さ

れてしまった。そして敗戦後，マセの仕事を引き継ぎ，

より組織的に事業を展開したのが，1868年創設の＜教育

同盟パリ雪サークル＞であった。マセはその会長に就任

した。この＜パリ歯サークル＞によって，〈教育同盟＞

の初期の活動を代表する全国的規模の署名⑧請願運動が

遂行された。

　請願運動はすでに第二帝政末期の70年春にストラス

ブールの＜サークル〉によって試みられ，凡そ35万人の

署名を集めたところで，普仏戦争の勃発によって中断さ

れていた。したがって運動の再開といった方が正確であ

る。しかし，1871年10月に＜パリ箇サークル〉の総書

記エマニュェル竃ヴォシェ（E．Vauchez）を中心に企画

された請願は，ストラスブールの試みをはるかに凌駕す

る規模で展開された。

　「無知に反対するスー募金国民運動。義務，無償の教

育を支持する請願（15）」。　＜パリ⑧サークル＞が各サーク

ルに送った通達によれは，この運動の目的は「あらゆる

解決の鍵，あらゆる進歩の基礎である大衆の知育と訓育

という重大問題にっいて，世論の注意を強く喚起するこ

と（16）」であり，世論の力で「国民議会に働きかけ，民衆

の教育に義務⑧無償という二重の性格を付与するために，

その最高権を用いるよう要求07）」することであった。

実際に，議会ではジュール⑧シモンによって初等教育の

義務化爾無償化に関する法案が準備されていた（1871

年12月15日に下院に提出）。したがって，「義務化が定め

られれば直ちに，法律の執行を監視し促進することにな

る中心機関や団体，委員会をフランスじゅうあらゆる地

点で準備するよう，献身的な行動を呼び起こ（18〕」さねば

ならなかった。

　なおスー運動が始まった時点では，教育の義務化の実

現を最優先し，これにできるだけ広範な支持を集めるた

めに，教育の世俗化の要求は外されていた。っまり，カ

トリック側の反発を招かぬよう配慮されていた。この点

で，義務化の実現を優先しようとするマセと，世俗化を

重視するヴォシェとの間で意見の相違があったが，最終

的にはマセが譲歩するカ）たちで世俗化の項目が加えられ，

署名者は，義務化，無償化，世俗化の3項目のうち賛成す

る項目を選べる方式になった（19）。

　半年あまり続けられたスー運動は，1872年の5月に一

旦締め切られた。署名者数は847，761人であり，その当

時としては画期的な規模の請願運動となった。だが周知

のように議会は，反啓蒙主義的な王党派が多数を占めて

おり，6月に受理された＜教育同盟〉の請願に対して黙

殺に近い態度をとった（20）。このような議会の態度に対

し，＜パリ⑧サークル＞はスー運動の再開に踏み切り，

11月までにさらに69，506名の署名を上積みした。3項

目の署名の内訳は，表1の通りである。署名が多かった

県は順に，セーヌ県161，441名，アルデンヌ県43，869名，

ローヌ県33，443名，ジロンド県31，376名，ガール県

27，738名であった（2’）。

第1表　〈教育同盟〉の署名運動の結果

第1次提出分 第2次提出分 計

教育の義務化のみ賛成 116，105 3，146 119，251

教育の義務化、無償化に賛成
383，391 26，730 410，121

教育の義務化、無償化、世俗化に賛成

348，265 39，630 387，895

合　　計 847，761 69，506 917，267

出典：Dessoye，火α〃〃αoθθ〃α力〃dαガo刎．．．，P．117



槙原

　結局，シモン法案は，ごく一部の付随的条項を除き廃

案になった。だが議会の共和派による教育改革を世論の

糾合によって支援しようという方針は，請願運動と並ん

で，さらに革新的な企画をも生んでいた。

　2）市町村議会⑱県議会へのアンケート

　＜パリ⑧サークル〉は1872年11月から，全国の市町

村議会，県議会に対して，「義務化，無償化，世俗化の初

等教育の三原則」についての賛否を問うアンケートを始

めた。しかし，翌年の5月24日，保守的共和政の擁護者

ティエールの失脚，王党派のマクマオンの大統領就任に

よって，いわゆる「道徳秩序」の時代が到来した。さら

に77年の5月16日事件によって共和政の存続が危うく

なる事態が生じ，アンケートは長らく中断を余儀なくさ

れた（22）。それが本格的に再開されたのは，1879年9月か

らであった。

　「肉体が食物を必要とするように，精神は啓蒙を必要

としていること，国民のモラルの水準は教育程度に応じ

て高まることが経験により立証されていること，普通選

挙に基づく共和主義政府においてはオ全ての市民がその

義務と権利を理解しうる能力を備えなければならないこ

とを考慮して，

　署名者は亨市町村，県，国家の補助を受ける全ての学

校における，男女の義務，無償，世俗の初等教育を要求

する。

　個人と社会の二重の利益のために，両者相互の連帯の

名において争義務的である。

　平等の名において，また、怠慢によるあらゆる言い逃

れを封じるために，無償である。

　『科学は学校に，宗教教育は教会に」という原則が，

良心の自由を効果的に保護する唯一の原則であるが故に，

非宗教的である（23）。」

　この宣言が予め＜パリ健サークル＞によって作成され，

全国の市町村議会や県議会に送付された。そして，それ

ぞれの地方議会が宣言に署名し，送り返す方式で，アン

ケートが進められた。79年秋までに，すでに500通以上

の賛成の回答が寄せられていた。その中には，パリ，リ

ヨン，マルセイユ，ボルドー，リール，ル＝アーヴル，ルー

べ，ランス，トゥーロン，アンジェ，クレルモン＝フェラ

ンといった主要都市の市議会，セーヌ県，ブーシュ＝デュ＝

ローヌ県，ヴァール県，ヨンヌ県，ソーヌ＝エ＝ロワー

ル県の県議会からの回答が含まれていた。

　「義務，無償，世俗の教育という公式が，共和派の間

に流布してからすでに久しい。っいにそれを法律として

決議するときがきた。それは，今日この公式を支持する
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ためにもちだされる理由が以前より優れたものになった

からではなく，かつてはこれにおびえていた世論が今や

味方にっいたからである（24）。」マセが宣言に添えた解説

文のこの言葉は，＜教育同盟〉がアンケートを締め括ろ

うとした動機を端的に表現している。また，創設時の非

政治主義を脱して，共和主義支持の姿勢をはっきり表明

するようになったこともわかる。

　この1879年は，オポルチュニスト共和派ワダントン内

閣の公教育相ジュール⑱フェリーが一連の公教育改革に

着手した年であり，「局等教育の自由に関する法律」案

の第7条〔無認可修遺会による教育の禁止〕をめくって，

議会で激しい論戦が交わされた年であった（25〕。　＜パリ愈

サークル〉の委員会は，4月30日付で公教育相に送った

意見書のなかで，フェリーの修道会問題への取り組みを

支持し，請願運動の成果を引きながら三原則実現への強

い期待を伝えた。フェリーは，79年の5月31日付の返信

のなカ）で，「私は自分が世論に支えられていることを感

じ，うれしく思います。私にとって，〈パリ⑧サーク

ル〉の意見は，世論の貴重な表明なのです㈹。」と述べ，

同サークルの意見書に謝意を表した。この時期以降＜教

育同盟＞は，共和派政府の教育政策の最有力な支援団体

になっていく。

　＜パリ⑱サークル＞のアンケート結果をみてみよう。

1880年に出版された『初等教育の義務化，無償化，世俗

化に関するアンケート』〔以下『アンケート』と略（27）。〕

にそれが公表されている。ただし79年のアンケート再

開までの成果は，先述の諸都市⑧県から回答があったこ

とが解説文でふれられているのみで，500通以上あった

とされるそれまでの回答の内訳は示されていない。『ア

ンケート』に掲載されたリストは「第4次リスト」とさ

れており，そこに県別に列挙された市町村は，アンケー

ト再開後に回答を送ってきたものと考えられる（28〕。そ

の総数は1，228で，それまでの回答数の2倍以上である。

それまでに回答を寄せていた市町村のなかで79年9月

以降に改めて回答した重複分が若干あるとしても（29），少

なくとも合計1，700以上の市町村が〈パリ⑱サークル＞

の呼びかけに応じたことは問違いない。この数をどう評

価すべきであろうか。全国で35，OOO以上あった市町村

のごく一部分でしかないことは確かである。だが『アン

ケート』で確認できる1，200余りの市町村の分布を調べ

ると，数だけでは見えてこない現象を読みとることがで

きる。

　図4が，「第4次リスト」から作成した分布図である。

まずは当然ながら，初等教育三原則への支持がとくにど

のような地域で強かったかがわかるメリットがあげられ



図4 〈教育同盟〉のアンケートに対する市町村の署名動向（1880）

亀、

［］1区コ2図3睡睡14

1．署名市町村が10未満の県　2呂署名市町村が10以上20未満の県
3．署名市町村が20以上の県　4．署名市町村が全市町村の10％以上を占める県

出典Cerc1e　par1s1en　de1a　L1gue　de　rense1gnement，肋卿肋より作成。

※署名市町村数では、最多がドローム県（全市町村数367）の80、次いでオー
ト：ソーヌ県（583）の79、割合ではセーヌ県（全市町村数73）の21％、ピ
レネ＝ゾリアンタル県（231）の18％。

なお、県の市町村数は次の資料による。Pierre　Larousse，Gηα〃d肋o舳α加

閉〃鮒∫θZ肋XZXθ∫伽Zθ，24tomes（Par1s，1866－1876　r61mpr，Nimes，
1991）．

㊥：県庁所在地が署名した県

県の中に記された数字：県庁所在地以外で、署名した郡庁所在地の数

1
4
7

図5共和主義者の得酉率の分布（1881年8月21日の下院選挙）

□1区ヨ1囮1区黎・麗嚢1㎜1麗1
40％未満　　　　　　　　40％以上50％未満
60％以上70％未満　　　　70％以上80％未満
90％以上

50％以上60％未満
80％以上90％未満

出典：J．一肌Mayeur，ムθ∫D6δ燃dθZα皿θR勿洲伽θ1871－1898（Paris，
1973），p．44．
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な名称の下に，民衆教育のサークル網を広げていった。

この結社には，民衆教育の活動だけでなく，「市町村の共

和派諸勢力の自然な集合拠点（37）」となることも期待さ

れていた。

　さらに，＜世俗学校スー協会（soci6t6s　du　sou　des

6co1es1aiques）＞も各地で設立された。この結社は，

＜パリ南サークル＞による署名雷請願運動に並行して行

われた募金によって，世俗学校の貧しい児童への文房具，

衣類などの支給や，成績優秀な生徒への賞晶の授与など

を行うことを目的としていた。1886年の時点で，85の

＜スー協会＞が＜教育同盟〉の傘下におかれていた（38〕。

ただ，地域によっては＜ドゥニェ協会＞と称したり，さ

まざまな名称の結杜が同じ様な機能を果たしていたと考

えられる。さらに，＜スー協会＞や＜共和主義教育協

会〉といった結社がそれぞれの地域で，反教権主義の尖

兵になることも期待されていた。マセは，78年にスー事

業を讃えなカ）ら，「これらの学校を中立的な学校に，宗派

学校を共和主義の学校におきかえなければならない。そ

して共和主義の学校では，現在の教理問答の代わりに，

良き市民の教理問答が，修道女の代わりに，共和国の

〔マリァンヌ〕像が必要である（39〕」と述べていた。

　また1880年代の＜教育同盟〉は，児童，青少年の軍事

教育にも積極的に関与した。　＜教育同盟＞は，1882年の

第2回大会で，「軍事幅市民教育の国民的課題」のため

に貢献すると宣言した。具体的には，＜学里大隊（bata－

i11on　sco1aire）＞〔1臼82年7月6日のデクレによって，県

知事の認可のもとに設けられることが定められた〕，あ

るいは小学校卒業後の少年を対象とする＜体操協会

（soc16t6de　gymnast1que）＞や＜射撃協会（soc16t6de

tir）〉などの設立への支援が精力的になされた。援助の

中身は，先の＜共和主義教育協会＞などの諸結社を通じ

ての資金の補助や器材の目録なと情報の提供であった。

これらの結社は，主に児童や青少年に体力の増強と基礎

的な軍事教練の場をあたえ，同時に読書や歌唱を通じて

愛国心の強化をはかることを目的としていた。1885年

には，＜教育同盟〉加盟以外のものも含め，＜射撃協会〉

が772，＜体操協会〉が502ほど組織されていたとされ
る（40）。

　これと関連して，「子供の祭り（fetes　d’enfants）」の

主催にも言及しておく。1881年頃から，多くの市町村で，

〈教育同盟〉所属の結社が地元議会と連携して「子供の

祭り」を企画するよう一になった。その概容を紹介すれば，

まず時期は大体学年末で，7月14日の国民祭典に併せて

なされることもあったという。市町村長による軍隊式の

閲兵が行われ，「共和国万歳」の斉唱の後，児童への三色

旗の授与，優秀児童の表彰といった式典の後，さまざま

なアトラクションやゲームが続いた。そして村を行列行

進する場合は，マルセイエーズなどの国歌や愛国的唱歌

を楽隊の演奏に合わせて歌いながら，市町村長，助役，

＜スー協会＞のメンバーに続き，制服を着た児童が中央

の三色旗を護衛しながら行進するという，まさに「創ら

れた伝統」を絵に描いたような光景が繰り広げられ

た（41）。こうして，共和派政府の下で，＜教育同盟＞は愛

国的な「市民兵士（so1dats－citoyens）」の養成にも積極

的に協力したのであった。

おわりに

　以上，マニエ図の配布活動，署名爾請願運動，アンケー

トをとりあげながら，＜教育同盟〉初期の活動を中心に

論じてきた。行論を通して，19世紀後半フランスの教育

改革が広範な裾野をもっ世論形成の運動と相互に影響し

合いながら進展したことを改めて確認できたと思う。こ

れらの動きの全体を概括すれば，いわゆる国民統合の一

過程ということになろう。しかし筆者としては，この過

程が＜教育同盟＞に代表される自発的な結社によって，

下から支えられ，促されていた点を強調しておきたい。

前章でみたように，＜教育同盟〉は徐々にナショナリズ

ムヘの傾斜を強めていった。しかしナショナリストの運

動そのものとは常に　線を画したことも指摘されねばな
らない（42）。

　第1章，第2章でみたように，＜教育同盟＞において

は，教育制度上の改革だけでなく，市町村のローカルな

場において公教育問題がまさに市民自らの課題として認

識されることが等しく重視されていた。すなわち，＜教

育同盟〉が構築しようとしていた政治文化，言い換えれ

ば「共和主義的習俗」は下からの，個人の自発性を核心

としていたのであり，共和政下にあっても直ちに国家に

回収されてしまうようなものではなかったといえよう。

この点を踏まえ，＜教育同盟〉を市民的公共圏の拡張と

いう文脈において捉えることも可能かもしれない。その

場合，この運動が世論形成と並んで，市町村とくに農村

での図書館設置に力を入れていたことの意義を問い直す

ことが重要になってこよう。この点については，稿を改

めて論じたい。
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